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行
財
政
改
革
に
つ
い
て

杉 浦 謙 二

行
財
政
改
革
の
今
後

の
進
め
方
は

来
年
度
以
降
の
予
算

を
編
成
す
る
際
に
相
当

の
歳
入
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
歳
出
面
の
徹

底
し
た
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、

経
常
的
経
費
に
つ
い
て
は
行
政

改
革
の
更
な
る
推
進
、
投
資
的

経
費
に
つ
い
て
は
廃
止
ま
た
は

縮
小
で
き
る
事
業
、
先
送
り
で

き
る
事
業
を
明
確
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
財
源
不

足
は
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
お
よ

び
地
方
債
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
実
施
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
受
益
者
負
担

の
原
則
に
基
づ
き
、
全
面
的
に

見
直
し
ま
す
。

非
常
に
厳
し
い
財
政

運
営
の
中
、
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
の
３
名
は
給
料

カ
ッ
ト
を
考
え
て
い
る
か

市
長
、
副
市
長
、
教

育
長
と
も
に
「
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。」
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市
政
へ
の
展
望
に
つ
い
て

財
政
運
営
・
津
波
対
策

阿 南 澄 男

発
電
所
全
面
停
止
に

よ
り
、
向
こ
う
５
ヵ
年

で
１
１
０
億
円
を
上
回
る
歳
入

不
足
と
な
っ
た
が
、
打
開
策
は

２３
年
度
当
初
予
算
を

見
直
し
た
結
果
、
初
期

対
策
交
付
金
、
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
交
付
金
の
減
額
分
の
み
で
も

５
年
間
で
６２
億
円
に
上
り
、
当

初
よ
り
不
足
す
る
分
と
し
て
見

込
ん
で
い
た
財
調
基
金
・
地
方

債
を
加
え
る
と
、
ご
指
摘
の
通

り
１
１
０
億
円
を
上
回
る
歳
入

不
足
と
な
り
ま
す
。
歳
出
の
徹

底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
投
資

的
・
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
も

再
度
検
証
し
ま
す
。
交
付
金
の

減
少
に
よ
り
、
今
後
の
予
算
規

模
は
縮
小
し
ま
す
。

市
防
災
計
画
の
見
直

し
、
津
波
避
難
地
の
確

保
、
川
の
水
門
と
海
岸
の
防
波

対
策
は

国
が
秋
に
基
本
計
画

を
取
り
ま
と
め
、
そ
れ

を
基
に
県
が
計
画
の
見
直
し
を

し
、
市
が
そ
れ
を
受
け
見
直
し

ま
す
。
浜
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
池
新
田

地
区
総
意
の
要
請
書
を
真
撃
に

受
け
止
め
、
今
後
の
課
題
と
し

ま
す
。
職
員
一
同
総
力
を
上
げ

て
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
３
月
２５
日
、
県
に

水
門
建
設
の
早
期
着
手
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。
保
安
林
に
は

津
波
の
到
達
時
間
を
遅
ら
せ
、

ま
た
流
速
が
減
少
す
る
な
ど
多

く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
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防
災
計
画
の
見
直
し
・

原
子
力
災
害
に
つ
い
て

曽 根 正 浩

は
市
民
の
不
安
解
消
の
た
め
に

も
必
要
と
考
え
ま
す
。
④
各
町

内
会
の
ご
意
見
を
参
考
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
⑤
東

海
地
震
な
ど
発
生
し
た
場
合
、

他
県
・
市
の
職
員
を
受
け
入
れ
る

場
所
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
対
象
の
原
子
力

防
災
訓
練
は

市
単
独
の
訓
練
で
は

実
効
性
が
な
く
、
広
域

的
な
避
難
訓
練
が
必
要
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ま
た
１２
月
に
行

わ
れ
る
地
域
防
災
訓
練
を
工
夫

し
、
原
子
力
防
災
に
関
す
る
勉

強
会
な
ど
も
方
法
の
ひ
と
つ
と

考
え
ま
す
。

①
津
波
避
難
訓
練
で

の
問
題
点
、
反
省
点
な

ど
今
後
の
進
め
方
は
②
消
防
団

の
災
害
時
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

見
直
し
は
③
同
報
無
線
戸
別
受

信
機
の
導
入
は
④
３４
町
内
会
へ

の
防
災
倉
庫
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
か
⑤
現
在
の
消
防
署
の

活
用
は
考
え
て
い
る
か

①
訓
練
で
検
証
で
き

た
内
容
を
早
急
に
洗
い

出
し
、
今
後
策
定
予
定
の
津
波

避
難
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
反
映

さ
せ
る
計
画
で
す
。
②
消
防
団

の
大
規
模
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
全
体
の
見
直
し
を
、
津
波
対

策
に
重
点
を
置
き
検
討
を
始
め

て
お
り
ま
す
。
③
３
連
動
地
震

や
原
子
力
事
故
と
の
複
合
災
害

に
対
応
で
き
る
情
報
伝
達
機
器
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地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

広
域
消
防
体
制
に
つ
い
て

新
た
な
財
源
の
確
保
と
新
産
業
創
出
に
つ
い
て

西 島 昌 和

防
災
計
画
の
見
直
し

は
、
い
つ
ま
で
に
何
を

国
の
方
針
、
県
の
見

直
し
後
に
、
市
が
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
が
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
が
急
務
で
す
。

学
校
施
設
避
難
所
と

学
区
を
跨
ぐ
方
面
隊
、

自
主
防
の
位
置
づ
け
は

方
面
隊
は
防
災
計
画

に
位
置
づ
け
し
て
い
ま

せ
ん
。
方
面
隊
に
避
難
所
運
営

を
お
願
い
し
ま
す
が
、
学
区
を

跨
ぐ
避
難
所
運
営
は
地
域
の

方
々
の
協
力
が
絶
対
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。

新
消
防
署
建
設
の
課

題
は震

災
後
、
社
会
的
に

地
震
対
策
や
津
波
対
策

の
課
題
が
多
く
、
早
期
実
現
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
情

勢
、
経
済
情
勢
の
変
化
を
捉
え

な
が
ら
、
議
会
に
諮
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

現
在
の
消
防
署
施
設

の
有
効
活
用
、
財
政
運

営
か
ら
も
建
設
時
期
延
長
の
考

え
は

財
政
的
に
厳
し
い

中
、
早
期
完
成
を
目
指

し
ま
す
が
、
情
勢
の
変
化
を
捉

え
、
議
会
と
も
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点

誘
致
構
想
は

当
市
は
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
拠
点
、
研
究
施
設
の

立
地
に
は
最
適
で
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ま
ち
と
し
て
貢
献
で
き
ま

す
。
総
合
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
を
作
る
事
に
よ
り
、
地
域
や

国
際
社
会
に
貢
献
す
る
市
を
目

指
し
ま
す
。
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海
岸
線
と
港
湾
を
有
す
る

御
前
崎
地
区
の
津
波
対
策
に
つ
い
て

大 澤　満

津
波
対
策
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
対
応
策
を

考
え
て
い
る
の
か

何
を
お
い
て
も
避
難

を
最
優
先
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
、
港
湾
域
か
ら
５
０

０
ｍ
以
上
に
位
置
す
る
台
地
部

へ
の
避
難
は
時
間
な
ど
を
想
定

す
る
と
厳
し
い
の
で
、
緊
急
避

難
対
象
施
設
を
選
定
し
、
避
難

ビ
ル
と
し
て
指
定
し
、
所
有
者

と
の
協
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

避
難
路
な
ど
へ
の
案
内
看
板

の
設
置
、
ま
た
６
地
区
の
多
く

の
住
民
の
避
難
路
と
し
て
高
台

へ
通
じ
る
７
つ
の
道
路
が
あ

り
、
今
の
道
路
を
利
活
用
し
た

避
難
一
時
場
所
な
ど
の
確
保
に

努
め
ま
す
。

夜
間
対
応
に
は
、
ソ
ー
ラ
ー

型
街
路
灯
を
海
抜
表
示
と
併
せ

て
設
置
す
る
計
画
で
す
。
伝
達

に
は
、
同
報
無
線
と
同
時
に
パ

ト
ラ
イ
ト
で
津
波
警
報
が
可
能

か
検
討
し
て
い
ま
す
。
弱
者
対

策
は
家
族
と
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で
、
自

主
防
災
会
と
の
連
携
に
十
分
に

努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

港
湾
内
の
公
民
館
に
つ
い
て

は
海
抜
４
ｍ
で
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
ま
す
。

市
で
は

避
難
行
動

マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成

や
避
難
所

運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を

作
成
す
る

よ
う
検
討

し
て
い
ま

す
。
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